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公共施設や皆さんの生活に直結するさまざまな制度、イベントなどを紹介するコーナーです。
まだ形になっていない現在進行形の計画なども、なるべくご紹介していきます。

表彰

日
ご
ろ
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
ま
す

各
分
野
で
の
ご
活
躍
が
評
価
さ
れ
ま
し
た

●

●
●
●
●
●

　

石
原
美
智
子
さ
ん
（
藤
川
・
16
区
）
が
、

民
生
委
員
児
童
委
員
厚
生
労
働
大
臣
特
別

表
彰
を
受
賞
。
石
原
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に

民
生
委
員
児
童
委
員
に
就
任
以
来
、
21
年
間

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に
貢
献
し
、
幅
広
い

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

石
原
さ
ん
は
、「
身
近
な
地
域
の
頼
り
人び

と

と
な
る
よ
う
、
行
政
と
地
域
の
懸
け
橋
の
言

葉
を
常
に
胸
に
刻
み
込
み
、
過
ご
し
て
き
た

21
年
間
。
こ
の
間
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と

の
絆

き
ず
な
も
生
ま
れ
、
自
分
な
り
に
素
晴
ら
し
い

人
生
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
深
く
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
、
行

政
、
地
域
の
か
た
が
た
の
支
え
が
あ
り
、
無

事
に
委
員
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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▶

▶
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邑
楽
町
出
身
の
皆
さ
ん

邑
楽
町
に
愛
着
を

感
じ
て
い
る
皆
さ
ん

ふ
る
さ
と
納
税
で

邑
楽
町
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

ふるさと納税で邑楽町を応援してみませんかpick upThe information 
of this month

　

原
口
光こ

う
め
い明

さ
ん
（
西
ノ
根
宮
内
中
島
・
24

区
）
が
、
民
生
委
員
児
童
委
員
厚
生
労
働
大

臣
特
別
表
彰
を
受
賞
。
原
口
さ
ん
は
、
昭
和

61
年
に
民
生
委
員
児
童
委
員
に
就
任
以
来
、

町
の
福
祉
向
上
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

原
口
さ
ん
は
、「
今
回
、
こ
の
よ
う
な
賞

を
い
た
だ
き
、
と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。

委
員
と
し
て
微
力
な
り
と
も
町
に
貢
献
で

き
た
こ
と
は
、
大
変
名
誉
な
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
24
年
間
と
い
う
長

き
に
渡
り
、
職
責
を
全
う
で
き
た
の
も
、
家

族
や
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
町

の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

委
員
と
し
て
24
年
。
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
。

民
生
委
員
児
童
委
員
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

活
発
な
運
営
に
努
め
、
委
員
の
資
質
向
上
に
尽
力
。

　

福
地
正し

ょ
うさ
ん
（
下
中
野
・
１
区
）
が
、
公

平
委
員
会
制
度
60
周
年
記
念
総
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
福
地
さ
ん
は
、
平
成

10
年
に
町
公
平
委
員
会
委
員
に
就
任
以
来
、

町
職
員
の
職
場
に
お
け
る
勤
務
条
件
の
改

善
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
人
事
行
政
の
進

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
委
員
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
町
人
事

行
政
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
地
さ
ん
は
、「
公
平
委
員
は
、
町
職
員

に
対
す
る
不
利
益
処
分
な
ど
を
審
査
す
る

行
政
委
員
。
今
ま
で
何
ご
と
も
な
か
っ
た
こ

と
は
、
人
事
行
政
が
適
正
に
行
わ
れ
て
き
た

証あ
か
し

。
こ
れ
か
ら
も
公
平
委
員
と
し
て
、
町
人

事
行
政
が
適
正
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

町
公
平
委
員
と
し
て
人
事
行
政
を
見
守
る
。

公
平
委
員
会
制
度
60
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰

　

関
谷
智
昭
さ
ん
（
石
打
・
20
区
）
が
、
群

馬
県
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
関
谷

さ
ん
は
、
町
内
の
合
唱
団
を
は
じ
め
近
隣
市

町
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
と
し

て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
町
音
楽
連
盟
会
長

と
し
て
歌
唱
や
楽
器
演
奏
な
ど
の
音
楽
愛

好
者
の
育
成
に
も
尽
力
。
さ
ら
に
、
町
文
化

協
会
会
長
と
し
て
町
の
芸
術
振
興
に
も
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

関
谷
さ
ん
は
、「
長
年
、
コ
ー
ラ
ス
を
は

じ
め
と
し
た
町
民
文
化
の
発
展
の
た
め
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
音
楽
を
通
し
た
喜
び
の
笑
顔
が
何

よ
り
の
原
動
力
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
文
化
の

発
展
の
た
め
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

文
化
の
薫
り
高
い
町
づ
く
り
に
奔
走
。

群
馬
県
文
化
奨
励
賞

　

町
内
の
各
小
学
校
で
は
、
入
学
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成
18

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
町
内
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者

※
当
日
出
席
で
き
な
い
保
護
者
は
、
各
小
学

校
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
入
学
通
知
書
は
、
２
月
下
旬
発
送
予
定
。

　

各
小
学
校
、
町
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
Ｇ
47

－

５
０
４
１

入学

今
春
入
学
す
る
児
童
の
保
護
者
が
対
象
で
す

小
学
校
の
入
学
説
明
会

●

●
●
●
●
●

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
な
ど
で
は

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
募
集
。

館
林
税
務
署
管
内
か
ら
は
３
、１
２
３
点
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
町
内
か
ら
８

点
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

高
畑
位
里
（
邑
楽
中
学
校
）

栗
林
香
純
（
邑
楽
中
学
校
）

小
松
原
舜
（
邑
楽
中
学
校
）

曽
田
麻
由
子
（
邑
楽
南
中
学
校
）

大
塚
明
穂
（
邑
楽
南
中
学
校
）

長
谷
川
竣
哉
（
邑
楽
中
学
校
）

原
萌
乃
（
邑
楽
中
学
校
）

飯
塚
梓
（
邑
楽
中
学
校
）

　

館
林
税
務
署
Ｇ
72

－

４
３
７
３

入選

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

町
内
か
ら
８
点
の
作
文
が
入
選

●

●
●
●
●
●

さ
ん

んま
せ
ん
か


